
，、
ク

従
古
川
の
一
指
と
す
る
が
、
支
考
の
手
に
成
っ
た
も
の
で

一
的
村
は
川
の
雨
に
有
。
能
域
第

一
の
お
加
に
て
、一

一
一
佐
の
凶
に
前
さ
れ
た
。
こ
れ
は
強
績
の
非
を
犯
し
た

あ
る
o
序
文
は
元
徹
巾
巾
ニ
且
と
あ
っ
て
名
を
械
世

一
千
石
俄
の
村
也
。
民
家
三
百
齢
制
有
0
』
と
記
す
る
。
一

か
ら
で
あ
っ
た
。

ぬ
が
、
こ
れ
も
支
考
の
作
で
あ
ら
う
。
従
軍
u
・
北
技
・
一
羽
咋
に
m制
的
の
文
字
を
用
ひ
た
こ
と
は
、
m羽
咋
郡
の一・

ハ
ヲ
ヒ
ガ
生

割
引
昨
潟
羽
咋

・
胤
島
二
部
に
跨

支
考
等
の
附
合
と
、
机
右
と
姐
し
数
十
家
の
投
句
と

一
項
に
強
い
た
。

一
る
臼
知
潟
を
い
ふ
。
能
管
名
跡
芯
に
、
『
此
川
〈
期制的

を
縦
せ
る
。
京
一
升
筒
口
肌
庄
兵
衛
彼
。

一

c
c
m
羽
咋
の
制
緩

l
湖
町
の
総
務
は
似
し
銑
い
。
羽

一
川
〉
は
刑
制
く
ひ
の
潟
尻
に
て
、
則
割
引
咋
村
は
川
の
雨

ハ
ク
ダ
ル
マ
ケ
ン
プ
ウ
ツ
イ
ゼ
ン
シ
ユ
ウ
白
蓮

一M
門
前
祉
の
枇
記
に
は
か
う
あ
る
o
窓
仁
天
設
の
御
字
、
一
に
あ
り
0
』
ま
た
『
羽
咋
の
潟
は
村
戸
羽
同
〉
の
東
北
部

摩
見
風
這
菩
集
一

加
。
京
一
菊
屋
太
共
術
板
。
出
航

一
一段縮
政
相
・に
捗
h
、
総
賊
之
に
采
じ
て
跳
梁
し
た
。

一
に
あ
り
。
』
な
ど
λ

記
す
る
。

の
俳
人
白
諮
隠
見
風
の
子
風
泡
が
、
天
明
三
年
四
周

一
文
羽
咋
郡
部
附
の
深
林
に
慌
禽
あ
っ
て
、
民
民
民
を

一

ハ
ヲ
ヒ
ガ
ハ
羽
咋
川

白
知
潟
の
排
水
口
で
、

一
日
に
夜
し
た
先
考
の
伐
に
し
た
泊
話
相
却
で
、
そ
の

一
泊
し
た
。
栴
籾
廷
に
問
え
、
石
術
別
命
が
銀
慌
の
お

一
統
桜
三
粁
除
。
勿
咋
に
於
い
て
子
補
川
を
合
は
せ
、

病
中
の
間
町
及
び
釘
品
聞
が
あ
る
。
加
越
能
の
人
々
か
ら

一
源
地
せ
ら
れ
た
が
、
命
は
矢
を
放
っ
て
か
の
健
禽
を

一
砂
丘
を
航
断
し
て
務
に
入
る
。
一
に
勿
咋
川
尻
川
と

辿
凶
に
主
る
ま
で
の
泊
悼
の
数
百
句
が
あ
っ
て
、
見

一
射
紛
」
と
、
そ
の
率
ゐ
る
三
狗
涯
に
定
ぜ
て
刑
制
況
を

一
も
い
ふ
。
共
の
聞
舟
辿
自
在
で
、
期
制
咋
と
即
応
掛
金

風
の
風
交
の
悶
幽
か
っ
た
こ
と
が
続
は
れ
る
。
序
は
乙

一
附
み
、
設
に
之
を
死
に
主
ら
し
め
た
。
羽
咋
の
名
は

一
丸
及
び
大
町
と
の
聞
に
交
通
す
る
。

双
下
お
=
一
及
び
見
抗
、
肢
は
削
右
合
在
木
。

一
是
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
と
o
こ
の
説
明
併
設
は
、

一

ハ
タ
ヒ
カ
ハ
シ
リ
ガ
ハ
羽
咋
川
尻
川

』
ハ
タ

ハ
hy
チ

自

由雌

J
セ
ツ

y
y
ハ
タ
チ

抗
心
由

一
円
刑
多
副
砲
を
模
倣
し
た
痕
跡
Mm
然
た
る
も
の
で
あ
る
一

ヒ
ガ
ハ
須
町
川
。

綬。

一
の
み
な
ら
ず
、
脚
色
幼
稚
、
文
円
・
と
し
て
似
る
も
一

一

ハ
空
ヒ
キ
虫
ガ
h
F

羽
咋
北
方

永
徳
二
年
六
月

ハ
ヲ
チ
ョ
ウ
ポ
リ
白
鳥
場

企
抑
城
=
一
，
丸
石
川

一
舶
の
似
位
が
な
い
。
併
し
古
跡
犯
に
縦
す
る
所
の
、

一の
惣
待
寺
文
書
に
、『
大
雄
陀
問
地
四
百
三
十
苅
沼
町

門
脇
よ
b
新
丸
隠
坂
門
の
訟
迄
の
外
而
に
辿
約
し
た

一
大
凶
士
山
耐
い
か
須
勢
型
炉
、と
附
す
る
僚
に
、
『間
間
以
鼠
一
北
方
松
附
、
三
丙
苅
刑
制
咋
北
方
石
川
、
二
百
苅
刑
制
同

盟
で
あ
る
。
白
鳥
則
の
名
義
は
、
こ
h

に
自
U
M
を
政

一
昨
=持
共
泊
鏑
-山川来
耐
器
也
。
此
(矢期制
満
。
共
胤
子

一
拍
方
古
田
附
。
』
と
見
え
る
。
羽
咋
縦訓
羽
咋
に
邸
す
る

一

倒
し
た
こ
と
が
あ
る
に
削
る
。

一
等
技
剛
山
也。
』
と
あ
る
も
の
は
、
見
逃
が
し
て
な
ら
な
一
部
で
あ
ら
う
。

ハ
ク
ト
ウ
シ
ユ
ウ
白
湯

集

一

川
、
大
川
飢
城

一
ぃ
。
能
殺
の
湖
町
が
、

ζ
の

m件
の
起
っ
た
根
，
堅

一

ハ
9
ヒ
コ
ウ
羽
咋
港

羽

咋
榔
m
m
同
川
の
河
口

句
柄
。
諸
積
は
文
政
二
年
育
問
侠
に
仕
へ
て
江
戸
に
在

一
洲
闘
で
あ
る
と
は
言
は
ぬ
が
、
羽
咋
の
地
名
と
出
主

一
を
い
ふ
。
北
に
誠
一
く
稲
餅
が

4
出
し
て
隠
る
が
、
河

っ
た
が
、そ
の
秋
限
を
前
う
て
京
坂
地
方
に
遊
隠
し
、

一
一
肺
訴
と
の
仰
に
、
辿
絡
の
あ
る
こ
と
を
否
め
ぬ
ゃ
う

一
口
浅
〈
し
て
大
船
を
入
れ
る
を
得
ぬ
。

『

，.守

』

そ
の
依
巾
に
成
っ
た
日
日
開
削
八
十
除
尚
を
集
め
た
の
が

一
で
あ
る
o
v八
日
間
代
弘
氏
の
訟
に
は
州
制
で
あ
る
と
し

一

ハ
9
ヒ
ゴ
ウ
羽
咋
鋼

羽

咋

加

の
古
郷
名
。
利

こ
の
自
で
あ
る
。
文
政
六
年
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
て
m
m
o
、
日
本
地
迎
芯
料
に
は
、
古
都
記
に
手
の
侠

一
名
妙
に
披
久
比
と
削
ず
る
。
羽
咋
の
部
訴
は
こ
の
郷

-

タ

争

一

ハ
ヲ
ヒ
羽
咋

(
一
〉
刑
制
咋
の
総
務

l
M制
昨
出
羽

一
よ
り
漏
出
で
ふ
回
る
所
の
跡
、
又
は
仲
山
由
紀
に
筑
禦

一の
本
郷
で
あ
る
。

司

令

亭

一

同
は
、
上
古
田
割
問
凶
遣
の
治
腕
と
し
て
授
認
し
た
郎

一
の
制
の
俗
な
ど
h

あ
っ
て
、
羽
咋
の
品
が

ω知
山
向
の

一

ハ
ヲ
ヒ
ゴ
ホ
リ
羽
咋
郡

能

鷲

四
却
の
一
で
、

-

，
包

タ

令

-

W

前
で
あ
ふ
り
、前
方
後
凶
の
二
大
首
相
引
の
州
附
を
総
り
二

お
に
往
ぐ
加
に
あ
る
か
ら
、
咋
の

mた
る
或
は
取
る

一部
名
は
凶
遣
時
代
の
羽
咋
か
ら
起
る
。
正
平
四
年
三

匹
前
の
不
規
則
な
る
こ
と
、
抗
に
上
代
の
山
山
形
を
如

一
べ
き
で
あ
る
と
い
う
て
m
m
る
が
、
ク
キ
が
特
じ
て
タ

一且
十
五
日
の
給
園田に
、『
能
驚
凶
白
到
都
内
筏
郷
悶
北

町
に
見
る
如
き
感
を
奥

へ
る
。
滞
政
時
代
に
在
っ
て

一
ヒ
と
な
る
と
も
思
は
れ
ず
、
若
し
判
じ
得
る
と
し
て

一
地
問
磁
云
々
』
と
あ
る
白
井
は
羽
咋
の
似
仙
で
あ

は
、

ω知
院
内
M

羽
咋
正
院
に
闘
し
、
村
と
し
て
の
取

一
も
附
耐
と
こ
の
地
と
何
の
捌
係
が
あ
る
と
も
考
へ
ら

一
る
o
中
悦
m
明治
の
文
手
を
用
ひ
た
が
、
見
文
十

一年

扱
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
外
裕

一
れ
ぬ
。

一
五
月
前
悶
綱
紀
命
じ
て
之
を
留
に
復
せ
し
め
た
。
こ

と
内
初
と
を
聯
絡
す
る
裂
地
と
し
て
、
一

部
の
中
心

一

ハ
ク
ヒ
イ
ヤ
キ

Z

羽
昨
瀬
公
桓
武
天
阜
の
延
一
の
政
務
は
、
桜
府
に
地
附
を
提
出
す
る
に
散
っ
て
、

た
る
間
耐
を
維
持
し
て
ゐ
た
。
能
管
名
跡
志
に
、『
須

一
府
サ

一
年
九
且
二
日
、
能
町
宮
の
凶
入
羽
咋
間
期
公
が
土

一
掠
府
治
局
の
指
抑
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い

六
七

ハ
ヲ
ヒ
ノ
キ
Z

羽
咋
公
柄
引
咋
公
は
割
引
咋
附
諮

の
筒
で
あ
る
。
新
提
附
民
延
M
mサ

一
年
の
僚
に
、
羽

咋
間
期
公
が
続
を
以
て
鉛
せ
ら
れ
た
と
あ
る
omm公
も
、

恐
ら
く
は
初
め
羽
咋
八
明
白
で
あ
っ
た
が
、
反
し
て
姓
を

除
か
れ
た
の
で
あ
ら
う
o
問
書
に
ま
た
、
弘
仁
十
凶

年
四
且
従
六
位
下
刑
制
咋
公
吉
足
に
外
従
五
仇
下
を
授

け
ら
れ
、
Z

大
長
三
年
正
且
従
況
紋
下
と
し
、
間
五
年

」。

し
か
し
、
そ
の
後
と
い
へ
ど
も
公
私
文
部
に
刑
制

的
と
古
い
た
も
の
が
多
い
。

ハ
ヲ
ヒ
シ
ョ
ウ
イ
ン
羽
咋
正
院

羽
阿
部
に
在

っ
た
。
永
久
三
年
注
総
の
能
昌
明
州
問
数
日
録
に
、
『
刑制

咋
正
院
、
拾
三
問
、
文
治
六
年
立
口
口
。』
大
永
六
年

十
且
一
宮
枇
務
股
年
賀
納
帳
に
、『
は
〈
い
正
院
辻
山

ご
設
五
之
役
六
斗
閉
升
出
合
制
回
文
左
大
則
前
。
』
な

ど
L
見
え
る
。
後

mx羽
咋
正
院
の
名
を
存
す
る
。

ハ
合
ヒ
シ
ョ
ウ
イ
ン
羽
咋
正
院

m
m
M川
郡
に
邸

し
、
山
師
政
同
代
で
は

ω知
院
内
刑制
川
正
院
と
い
ひ
、

須
川
・郎
前
・武
聞
の
=
一
ヶ
村
を
な
口
ん
で
民
た
。

ハ
ヲ
ヒ
ジ
ン
ジ
ヤ
羽
咋
紳
社

刑
制
川
榔
湖
町
に

鎮
座
す
る
。
式
内
出
守
衛
枇
記
に
、『
刑
制
咋
訓
枇
。
式
内

一
座
。
羽
咋
郷
刑制
川
村
銀
座
。
祭
利
用
制
咋
民
組
制
結

節
別
命
。
一
郷
之
惣
枇
也
。
』
と
見
え
る
。
初
め
枇品川

本
念
号
は
提
言
で
あ
っ
た
が
、
文
明
の
頃
良
策
に
料

じ
、
紳
戦
宮
柑
口
氏
は
之
と
明
論
な
剛
山
し
て
深
江
村
に

移
。
、
そ
こ
に
入
脈
誌
を
抑
制
し
た
と
い
ふ。

ハ
ク
ヒ
ノ
ウ
ミ
羽
咋
海
庇
お
銭
に
大
伴
家
持

の
『
之
乎山町
可
民
多
太
古
嬰
h

目
的
嬰
彼
久
比
能
お山
A

依
奈
裂
思
多
迎
仙
川刷
叫
母
殺
毛
。
』
の
駄
が
あ
る
。
魁
巾

か
ら
芯
却
絡
を
刑
判
て
他
殺
に
入
。
、
叙
多
耐
枇
に
向

か
は
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
t
h

に
羽
咋
の
混

と
い
」
も
の
は
、
今
の
臼
知
淘
で
あ
ら
う
。
湖
水
を

携
と
い
・
ぬ
こ
と
は
、
布
制
抑
制
を
布
勢
の
得
、
琵
琶
洲

を
近
江
の
侮
と
国
鉱
山
叫
に
あ
る
に
同
じ
い
。


